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将来の健康増進に貢献します。  
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３ スタッフ紹介 

 

センター長 神谷 研二（副学長） 

総括副センター長 大戸  斉（総括副学長） 

甲状腺検査部門長 志村 浩己（臨床検査医学講座） 

甲状腺検査推進室長 （兼）志村　浩己   

甲状腺検査業務室長 鈴木　　悟   

健康調査基本部門長 （兼）大戸　　斉（総括副学長）  

基本調査・線量評価室長 石川 徹夫（放射線物理化学講座） 

健康診査・健康増進室長 坂井

坪倉　正治（放射線健康管理学講座）

  晃（放射線生命科学講座） 

健康コミュニケーション室長   

健康調査県民支援部門長 前田 正治（災害こころの医学講座） 

こころの健康度・生活習慣調査支援室長 (兼)前田 正治 

妊産婦調査室長 藤森 敬也（産科婦人科学講座） 

健康調査支援部門長 大平 哲也（疫学講座） 

疫学室長 (兼)大平 哲也 

リスクコミュニケーション室副室長 村上 道夫（健康リスクコミュニケーション学講座） 

情報管理・統計室長 (兼)石川 徹夫 

広報推進室長 戸井田　淳 

国際連携室 教授　ノレット・ケネス　室長　大須賀　健一 

がん登録室長 佐治 重衡（腫瘍内科学講座） 

４ トピック

県民健康調査の意義と調査結果について情報を発信し県民の理解を深めるとともに、国際的に著名な専門家の方を招き、国内外の最新

情報を共有することを目的として、当センター主催の国際シンポジウムを開催しています。

国際シンポジウム

（１） 第 回（平成 年１月 日（月・祝）・ 日（火））

（テーマ） よりよい復興 ～世界から福島へ、福島から世界へ～ 公衆衛生とリスク・コミュニケーション

（概要） ＷＨＯ（世界保健機関）や、シンガポール・マレーシア・ノルウェー・韓国の専門家らを交え、甲状腺検査、妊産婦に関す

る調査、健康調査に関する倫理的側面、リスク認知と風評被害の変化等、 のテーマで現状や課題について講演が行われ

ました。ディスカッションでは、一般市民からの意見も交え活発な討論が行われました。

（２） 第２回（令和 年 月 日（日）・ 日（月））

（テーマ） よりよい復興を、ともに ～県民健康調査のいま：甲状腺 と こころの健康～

（概要） 当センターの医師・研究者等が、これまでの県民健康調査の調査結果に関する最新情報を発表しました。

また、アメリカ・オーストラリアから３名の国際的に著名な専門家や、国内各地の各分野の専門家を招き、甲状腺検査とメ

ンタルヘルスに関する先進的な研究成果の公表や、会場からの質疑応答も含めた活発なディスカッションが行われました。
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